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概要： 

◇背景と研究の狙い 

 現在、日本には約 4,300 万人の高血圧患者がいると推定されています。運動

が血圧を下げることは知られていましたが、実社会における有効性については、

さらなるエビデンスが求められていました。 
 
◇研究結果のポイント 

 本研究では、「健康づくりトレーニング」実践者を対象に追跡調査を行い、以

下の点を解明しました。 

 １．体力向上と収縮期血圧の改善： 

   全身持久力の指標である最高酸素摂取量が向上した群において、女性の

収縮期血圧が有意に低下。 

 ２．体力向上と脈圧の改善： 

   血管の硬さの指標である「脈圧（上の血圧と下の血圧の差）」が男女とも

に有意に低下。これは動脈硬化のリスク低減を示唆する結果です。 

 ３．実効性の証明： 

   適切な強度でのトレーニングの継続は、薬物療法だけでなく「予防医療」 

 として有効であることを実証しました。 
 
◇受賞理由と今後の展望 

 今回の受賞は、スポーツ医学を実生活の健康増進に直結させた実証的なデー

タが、臨床現場において極めて価値が高いと評価されたものです。 

藤沢市保健医療財団は、今後、この知見を基に、藤沢市からの受託事業におい

て、「個々の体力レベルに応じた、効果的で安全な運動プログラム」の提供と研

究活動を継続し、市民の健康寿命延伸への貢献を目指します。 
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